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1 この概念について最初に体系的な分析が試みられたのは，恐らく Влахов и Флорин（1980）
が最初だろうと思われる．
2 シンポジウムの際の堤正典教授からのコメント．
堤 正典 編『ロシア語学と言語教育 Ⅴ』神奈川大学言語研究センター, 2015, pp. 51-64.
Masanori TSUTSUMI (ed.) Russian Linguistics and Language Education.Ⅴ.































既に確立されて久しい．例えば，既にソ連時代の 70 年代〜80 年代から，主立ったところ
では，Верещагин（Евгений Михайлович; 1939-）や Костомаров（Виталий Григорьевич; 1930-）
3といった研究者によって，この分野の研究は盛んに行われ，Верещагин и Костомаров（1973,
1976），Денисова（1978），Верещагин и Костомаров（1980），「Словари и лингвострановедение
（ 1982 ）」 と い っ た 成 果 が 世 に 出 さ れ て お り ， 現 在 に お い て も 「 Россия : большой 
3 両者の生年については，Энциклопедия（1996）に依っている．
53





















































と一致する集合に属しているのかどうかを画定することができる（ cf. Верещагин и 
Костомаров 1980：13）．
 また，「概念」は，その機能という観点からすると，物を分類するという人間の認識能力
の道具であるとされている（ cf. Верещагин и Костомаров 1980：13）．「概念」の持つこの機
能は，ある具体的な「対象（предмет）」，あるいは「現象（ явление）」が，同一・同種の「対
象」（あるいは「現象」）に帰属しているのか，あるいはそうでないのか（別の物，別種の











るのである（cf. Верещагин и Костомаров 1980：13）．
 しかしながら，「語彙概念」は，人間の思考や認識が産み出したものであり，そのため言
語外現実によって決定されるものである（cf. Верещагин и Костомаров 1980：14）．










術語を，Верещагин и Костомаров（1980）の本文での説明に応じた形で置き換えてある（ cf. 



























 そして，この「意味要素」は，Верещагин и Костомаров（1980）では，その機能に応じ
て分類が試みられているので，それについても触れる．
2.3.2. 「意味要素」
 「意味要素（ семантические доли）」とは，上で見た「語彙概念」を構成しているものの





「机」，「棚」などの他の語彙概念にも含まれている（ cf. Верещагин и Костомаров 1980：15）．








表 1： стул, табурет, кресло の意味要素の比較
      意味要素 
   語 




стул ＋ ＋ ＋ ＋ −
табурет
(табуретка)
＋ ＋ ＋ − −







 上で「意味要素」について見たが，Верещагин и Костомаров（1980）では，これを大き
く以下の二つに分類している：
① 『概念分類に関わる意味要素（понятийные семантические доли）』
② 『概念分類以外に関わる意味要素（непонятийные семантические доли）』
 以下では，それぞれについて確認する．











 それでは，もう一方の『概念分類以外に関わる意味要素（непонятийные семантические 
доли）』（あるいは『背景的意味要素（лексический фон, фоновые семантические доли）』）
とは一体何だろうか．










(1) Пойди в аптеку и купи почтовую марку!
「аптека」に行って郵便切手を買ってきて！
 これは，「切手が売られている」という意味要素が，ロシア語の「 аптека」には含まれて


























6 Верещагин и Костомаров（1980）において，他に挙げられている例は，「журналист」，
「почтальон」，「аптекарь」と，フランス語の「 journaliste」，「 facteur」，「pharmacien」とい

















 これらをまとめると下図のように示すことができるだろう．下図は Верещагин и 
























































8 なお，ロシア語の詳解辞典である Большой толковый словарь（1998）の語釈を見てみる
と，以下のような語釈が与えられている（同様に例文等は省略）：
(1) Род мебели: предмет на четырёх ножках, без подлокотников, обычно со спинкой, 
предназначенный для сидения одного человека;
(2) Спец. Подставка под какой-л. механизм, инструмент, строение и т.п.;





























がないこと（「без подлокотников」），通常背もたれがあること（「обычно со спинкой」），一






























 本稿では，Верещагин и Костомаров（1980）における語の意味についての諸概念につい
てまとめた．
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